
北

海

道

の
海

岸

林

海
岸
林
と
は

北
海

道

は
四
方

を
海

に
囲

ま

れ

て

い
る
。

気

温

と
降
水

量

か
ら

す
れ

ば
、
北

海
道

の
ほ

と
ん

ど
は
森

林

に
覆

わ
れ

る

こ
と

に
な
る
。

今

回

の

テ
ー

マ
で
あ

る
海
岸

林

は
、
北

海
道

と

い
う
森

林

に
覆

わ

れ
た
島

を
縁

ど

る

フ
リ

ル
で
あ

る
。

海
岸

林

と
は

、臨

海
砂

地

に
あ

る
森
林

(若

江

、

一
九

六

一
)
と
定

義

さ
れ

て

い
る
。
し

か

し
北
海

道

の
海

岸
地
形

を

み

る
と
、
砂
丘

と
な

っ
て

い
る
場
合

は
少

な
く

、
海

岸
段
丘

が
発

達

し
、
部

分
的

に
は
、
急

な
海
食

崖

が

直

接

海

に
接

し
て

い
る

こ
と
も

あ

る
。
も

ち

ろ
ん
砂

丘

以
外

の
地
形

で
あ

っ
て
も
森

林

は

成

立

し

て
お
り

、

こ
の
よ

う
な
森

林

も
海

岸

林

と

い
え

る
。

す
な

わ
ち

、
海

岸
林

と
は

、

海

岸

と

い
う
特

殊
な
立

地

に
成
立

し

て

い
る

森

林

と

い
う

こ
と

に
な
る

。

そ

れ

で
は
、
海

岸

と

い
う
特
殊

な
立

地

と

は
何

か

と

い
う

こ
と
が
問

題

と
な

る
。
特

殊

な
立

地
条

件

と
し

て
、
塩

分

と
強

風
が
あ

げ

図1風 衝樹形 の形成過程

黒い部分 は枯損部 を示 す。左側 か ら

吹 く塩風 によ り枝 が枯 れ、A→Eと

進 行 し、結果 としてFの よ うに曲 っ

た樹 幹 となる唱(BOYCE、1954)

長

谷

川

榮

滝

川

貞

夫

ら
れ
る

。
植

物

は
塩
素

イ

オ

ン
の
蓄
積

に
よ

り
障

害
を

受

け

る
。
強

風

は
、

よ
り
大

き
な

塩
分

を
含

ん

だ
飛

沫
を

、

よ
り
内

陸

ま
で
運

搬

す
る

と
と

も

に
、
樹

木
を

傷

つ
け

る

こ
と

に
よ
り
、

塩

分

の
樹
体

内

へ
の
侵

入
を

一
層

容
易

に
す

る

。
塩

分

と
強
風

は

一
体

と
な

っ

て
、
塩

風

害
を

発

生

さ
せ

る
。
被

害
が
激

し

い
場
合

に
は

、
枯
死

し
て

し
ま
う

が
、
部

分

的

に
枯

れ

て
し
ま

う

こ
と
も

多

い
。
植
物

は

動
物

と
異

な

り
、

体

の

一
部

が
枯

れ

て
も
死

ぬ

こ
と
は

な

い
が

、
そ

の
結

果
は
樹

形

に
あ

ら
わ

れ

る
。
逆

に
、
樹
形

か

ら
過
去

の
生
育

状
態
を

推
定

で
き

る
。
海

岸
林

の
特

徴

の

一

つ
で
あ

る

風
衝

樹
形

は

、
図

1
に
示

す
よ

う

に
、
風

上

側

(海

側

)

の
枝
が
枯

れ

、

か
わ

っ
て
風

下

側

の
枝

が

の
び

る

と

い
う

く
り

返

し

の
結

果

で
あ

る
。
当

然

傾

い
て

い
る
方
向

は
、
生
育

に
も

っ
と

も
影
響

を
与

え

る
風

の

方

向
を

示

し

て

い
る
。

結
果

と

し

て
、
海

岸
林

と
は
塩

風

と

い
う

特
殊

な
条

件

の
も

と

に
成

立

し

て

い
る
森
林

で
あ

る
と
言

え

る
。

二

北
海
道
の
代
表
的
な

天
然
生
海
岸
林

本
州

で

の
海
岸

の
風

景

は
、

「
白
砂
青

松
」

の

一
語

に

つ
き

る
。
し

か

し
北
海

道

で
は
ま

っ
た

く
異

な
り
、
荒

々
し

い
風
景

と
印
象

づ

け
ら

れ

る
。

こ
の
相

違

は
、

北
海

道

で
は
現

在

も
天

然
生

海
岸
林

が
残

さ
れ

て

い
る
こ
と

に
あ

る
。
北

海
道

の
海
岸

線

は
約

二
七
〇

〇

㎞
と
長

く
、

海
岸
林

も

一
様

で

は
な

い
。

そ

こ
で
、
北

海

道

で
代

表
的

な

天
然

生
海
岸
林

と

し

て
、
石

狩

・
稚

咲
内

・
積

丹

半
島

・
厚

岸
海

岸

の
四

カ
所
を

と

り
あ
げ

、

そ

の
特

徴

に

つ
い
て
述

べ
る
。

位
置

は

図

2

(
25
頁
参

照

)
に
示

す
。

の

石
狩

(地
点
番
号

8
)

石

狩
海

岸
林

は
札
幌

の
北
約

一
〇

㎞
、

石

狩
湾

に
面

し

た
砂

丘
上

に
成
立

し

て

い
る
。

ハ

マ
ニ

ン
ニ
ク
群
落
、

ハ
マ
ナ

ス

・
ス
ス
キ

群
落

な
ど

の
海

岸
草
原

が

広

が
り

、
そ

の
背

後

に
海

岸

林
が
続

い
て

い
る
。

も

っ
と
も
海

側

の
部

分

で

は
、
ほ
ぼ

カ

シ

ワ
の

み
か
ら

な

る
。
高

さ

は

二

m
前

後

と
低

く

、
枝
を

横

に

は

っ
て
お

り
、
森
林

の
イ

メ

ー
ジ
と

は
か

け

離

れ

て

い
る
。
内
陸

に
向

か
う

と
と

も

に
樹

高

は
増

し

、

一
〇

m
前
後

と
な

っ
て

い
る
。

そ

れ
と

と
も

に
、

カ
シ

ワ

の
ほ

か

ミ
ズ

ナ

ラ
、

エ
ゾ
イ

タ

ヤ
、

ア
ズ

キ

ナ

シ
、

シ
ナ

ノ
キ
、

ハ
リ
ギ

リ
な

ど
多
く

の
樹

種

が
混

生

し
て

い

る

。
石

狩
海
岸

林
は

、

カ
シ

ワ
か
ら
な

る
海

岸
林

と

し

て
、
も

っ
と
も
規

模

の
大

き
な

も

の

で
あ

る
。
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口

稚
咲
内

(地
点
番
号
19
)

稚

咲
内

は
日
本

海

面

の
北

端

に
位
置

し
、

豊

富

か
ら

サ

ロ
ベ

ツ
原

野

を
横

切
り
、

海

に

出

会

っ
た
所

で

あ

る
。
海

岸
林

は
湿
原

(
現

在

は
多

く

が
牧
草

地

と
な

っ
て

い
る

)
を
隔

て
、
海

岸
線

か

ら
約

五
〇
〇

m
離

れ
た
砂

丘

列

上

に
成
立

し

て

い
る
。
砂
丘

列

の
う

ち
も

っ
と
も
海

側

の
砂
丘

は

ミ
ズ

ナ

ラ
に
覆

わ
れ

、

樹
高

は

二

m
以
下

と
低

く
、

著
し

い
風

衝
樹

形
を

呈

し

て

い
る
。

そ

の
背
後

に
ト
ド

マ
ツ

林

が

ひ
か
え

て

い
る
。

こ
の
ト
ド

マ
ツ
林

は

純

林

状
を

な

し
、
密

度

が
高

く
、

一
層
林

の

相
観

を
示

し

て

い
る
が

、
内
陸

に
向

か

う
と

と
も

に
、
ト

ド

マ
ツ
の
他

ミ
ズ

ナ

ラ
、

ナ
ナ

ヵ

マ
ド
な

ど

の
広
葉

樹

が
混
生

す

る
よ
う

に

な

り
、
階

層
構

造

の
複
雑

な
針

広
混

交
林

と

な

っ
て

い
る
。

砂
丘

間

の
低
地

に
は
湿
原

あ

る

い
は
池

沼
が

見

ら
れ

、

ア
カ

エ
ゾ

マ
ツ
林

も

分
布

し

て

い
る
。

日

積
丹
半
島

(地
点
番
号
6
)

積

丹
半
島

で
は
山

地

が
直

接
海

と
接

し

て

お
り

、
奇
岩

・
断
崖

が
連
続

し

て

い
る
。

こ

の
よ
う

な
地

形

で
も

、
急
斜

面

に
は

り

つ
く

よ

う

に
森

林

が
成

立

し

て
お
り

、
わ
ず

か

に

ヤ

マ
グ

ワ
を

混
生

す

る
が

、
ほ
ぼ

エ
ゾ
イ

タ

ヤ

か
ら

な

っ
て

い
る
。
樹
高

は

六

m
以

下

と

低

く
、

風
衝

樹
形

を
呈

し

て

い
る
。
積

丹
半

島

に

お

い
て
は

、
急
斜

面

の
海
岸

林

は
か
な

ら
ず

と
言

っ
て
よ

い
ほ
ど

エ
ゾ

イ
タ

ヤ
林

で

あ

る
。

な

お
西
海

岸

は
現
在

も
道

路
が

な

く
、

小
面

積

で
は
あ
る
が
、
日
本
海

面

で

は
め
ず

ら

し

い
塩
湿

地

植
生

が

分
布

し

て

い
る
。

四

厚
岸
海
岸

(地
点
番
号
45

・
46
)

厚
岸

市
街

の
東

側

、

チ

ン
ベ

か
ら
鯨
浜

に

か

け
て

の

一
帯

は
、

標

高

一
〇

〇

m
前

後

の
段
丘

で
、

段
丘

面

は
平
坦

で
あ

る
。

し
か

し
チ

ン
ベ

ノ
鼻

に
立

て
ば
、

急
な
海

食

崖

に

縁

ど
ら

れ

て

い
る

こ
と
が
わ

か

る
。
海

よ
り

の
部
分

は

エ
ゾ

ミ
ヤ

コ
ザ

サ
が
優
占

し

、

ヒ

オ
ウ
ギ

ア
ヤ

メ
な
ど
を

含
む

海
岸
草

原

と
な

っ
て

お
り
、

「
あ

や
め

が
原
」
と
呼

ば
れ

て

い

る
。
森
林

と
し

て
も

っ
と
も

海

よ
り

の
部

分

に
見
ら

れ

る

の
は
、

ミ
ヤ

マ
ハ
ン

ノ
キ
林

で
、

樹
高

は

五

m
以
下

と
低

く
、

ブ

ッ
シ

ュ
状

を

な

し

て

い
る
。

そ

の
背
後

は

ダ

ケ
カ

ン
バ
林

と

な
り
、

部

分
的

に
は
ト
ド

マ
ツ
を
混
生

し

、

ダ

ケ
カ

ン
バ

・
ト
ド

マ
ツ
林

と
な

っ
て

い
る

。

厚
岸

海
岸

で
は
、

ミ
ヤ

マ

ハ
ン
ノ
キ
林

ー
ダ

ケ
カ

ン
バ
林

ー

ダ
ケ

カ

ン
バ

・
ト

ド

マ
ッ
林

ー
ト
ド

マ
ツ

・
シ
ナ

ノ
キ
林

と

い
う
帯
状

構

造

が
認

め
ら

れ

る
。

こ
の
厚
岸

海
岸

の
森

林

は
防
霧

保

安
林

に
指

定

さ
れ

て

い
る
。

三

北
海
道
の
天
然
生
海
岸
林
の
区
分

前
項

で
述

べ
た

よ
う

に
、
海

岸
林

と

い

っ

て
も

一
様

で

は
な

い
の
で
、
北

海
道

の
天

然

生
海
岸

林

を

理
解

す

る
た
め

に
、

そ

の
区

分

を
試

み
た

。
方

法

と
し

て
は

、
も

っ
と
も

海

側
林
縁

で

の
優

占
種

に
注

目

し
た

。
図

2
は

各
地

の
海

岸
林

で
の
優
占

種
を

示

し

て
お
り

、

優
占
種

は
カ

シ

ワ

・
ミ
ズ

ナ

ラ

・
エ
ゾ
イ

タ

ヤ

・
ミ

ヤ

マ
ハ
ン

ノ
キ

に
分

け
ら

れ
る
。

ミ

ズ

ナ

ラ
が

優
占

す

る
場
合

に

つ
い
て
は

、

さ

ら
に
カ
シ

ワ
が
存

在
す

る
場
合

と
、
確

認

で
き

な

か

っ
た

場
合

と

に
区

分

し

た
。
な

お
、
海

側
林
縁

で
の
優
占

種

に
注

目

し
た

た
め
、
稚

咲
内

の
ト

ド

マ
ツ
林

や
春

国
岱

の
ア
カ

エ
ゾ

マ
ツ
林

な

ど
は

、
示

さ
れ

て

い
な

い
。

図

2

か
ら
、

カ
シ

ワ
が

優
占

す

る
海

岸
林

は
、
道

南

地
方

か
ら

日
本

海
沿

い
に
天

塩

ま

で
、
太

平
洋

に
そ

っ
て
十

勝
地

方

ま
で
と

、

不
連
続

に
オ
ホ

ー

ツ
ク
海

沿
岸

の
サ

ロ

マ
湖

か
ら
斜

里

に
か

け

て
分
布

し

て

い
る
。

さ
ら

に

カ
シ

ワ
林

は

、
本
州

北

部

の
津
軽

半
島

や

下
北
半

島

に
も
認

め

ら

れ
る

。

ミ
ズ

ナ

ラ
が
優

占

す

る
海
岸

林

は
、
日
本

海

沿
岸

の
稚

咲
内

か

ら

オ
ホ

ー

ツ
ク
海

沿
岸

の
富
丘

付

近
ま

で
と

、
道

東

の
釧
路

・
根
室

地
方

に
分
布

し

て

い
る
。

エ
ゾ
イ

タ
ヤ

が
優
占

す

る
海

岸
林

は
、
積

丹
半
島

の
ほ
か
雄

冬

岬

、
知
床

半
島

、
須

築

な
ど

で
認

め
ら

れ
、

北
海

道
各

地

に
不
連
続

に
分
布

し

て

い
る
。

ミ
ヤ

マ
ハ
ン
ノ
キ

が
優

占
す

る
海
岸

林

は
、

厚
岸
海

岸

に

の
み
分
布

が

限
定

さ
れ

て
お

り
、

他

の
地

域

で
は
認

め

ら
れ

な

い
。

以
上

の
四

タ
イ

プ

の
海

岸
林

の
分
布

を

理

解

す

る
た

め

に
、
そ

の
立

地

に

つ

い
て
検
討

す
る

。
カ

シ

ワ
林

と

ミ
ズ

ナ

ラ
林

は
分
布
域

が
広

く
、
北

海
道

の
天

然

生
海

岸
林

は

コ
ナ

ラ
属

か
ら

な
る

と
言

え

る
。

な
お

、
北

米

東

岸

に
O
§
ミ

o
§
吻

蕊

『
讐

邑

§
3
Ω
か

ら
な

る
海

岸

林

が
分
布

し

て
お

り

(
しσ
o
¢
菊
o
国
〉
¢

9
コ
ユ

O
O
q。
目
z
ρ

一
り
㎝
り
)、

常

緑

で
は
あ

る
が

、

相

観
的

に
は

カ

シ

ワ
林

と
類

似

し

て
お
り

、

興

味
深

い
。

カ
シ

ワ
林

と

ミ
ズ

ナ

ラ
林

は

、
砂
丘

あ

る

い
は
低

い
海

岸
段
丘

上

と
、
地
形

的

に
は
同

じ
立

地

に
成
立

し
て

い
る
が
、
分

布
域

は

ま

っ
た
く
異

な

り
、
北

海
道

全
域

と

い
う
よ

う

な
大

き

な

ス
ケ

ー

ル
を

反
映
し

た
分
布

分

け

を
示

し

て

い
る
。

カ

シ
ワ
と

ミ
ズ

ナ

ラ
は

、

ブ

ナ
科

コ
ナ

ラ
属

に
属

し
、
近
縁

で
あ

る
。

ミ
ズ

ナ

ラ
は
北

海

道
全
域

に
分
布

し

、
広
葉

樹
林

か

ら
針

広
混

交
林

に
わ
た

り
普

遍
的

に

見

ら
れ

、
蓄
積

も

多

い
。

一
方

カ

シ

ワ
は
海

岸
砂

丘

、
火

山
灰

地

に
限
定

さ
れ
、

純
林

を

形
成

す

る
場
合

が
多

い
(
]y
↓
国
≦
N>
内
H曽一
㊤
α
Oo
)。

カ
シ
ワ
は
北
海
道
全
域
に
分
布
す
る
(=
○
幻
民
〉
朝
〉
・

一
り
刈
①
)
と

さ
れ

て

い
る
が
、
道

北
部

に
は
分

布

し

て

い
な

い
も

の
と
考
え
ら

れ

る
。

カ
シ

ワ
が
優
勢

な

地
域

で

は
、

ミ
ズ

ナ

ラ
は
海

側

林
縁

に
出

る

こ
と
は

な
く
、
内

陸
側

に
入

っ

た
部

分

で
初

め

て
出
現

す
る
が

、
カ

シ

ワ
が

分
布

し

な

い

(
道
北

部

)
あ
る

い
は

優
勢

で

な

く
な

る

(
道
東

部

)
地
域

で
は
、

カ

シ

ワ

が
占

め

て

い
た
生
態

的
地

位
を

、
近

縁
な

ミ

ズ

ナ

ラ
が
占

め

て

い
る
も
の
と

理
解

で

き
る
。

一
方

エ
ゾ

イ

タ
ヤ
林

は
海
食

崖
あ

る

い
は

崖
錐

堆
積

物

上

に
成
立

し
、
地

形

に
対
応

し

た
海

岸
林

で
あ

る
。

し
か
し
、

日
高

沿
岸

で

は
急

な
海

岸

段
丘

斜
面

に
カ

シ

ワ
林

が

み
ら

れ

る

こ
と

か
ら

、
た

ん

に
傾
斜

の
大

小

で

は

な

い
。
林

床

植
生

に
注

目
す

る
と

、

カ
シ

ワ

林

で

は
サ

サ
類

が
優
占

す

る
が
、

エ
ゾ

イ

タ

ヤ
林

で

は
多

く

の
場
合

サ
サ
類
を

欠

い
て

い

る
。

サ

サ
類

は
表

層

の
安
定

性

の
指
標

と
な

る

こ
と

か
ら

、

エ
ゾ
イ

タ
ヤ
林

の
立
地

は
、
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表

層

が
不
安

定

で
あ

る
と
考

え
ら

れ
る

。
急

斜

面

の

エ
ゾ
イ

タ
ヤ

は
根

元
が
曲

が

り

、
支

持
根

を

さ
か

ん

に
出

し
て
お

り
、
不

定
根

の

発

生
能

力

が
高

く

、
不
安

定
な
立

地

に
対

す

る
適
応

力

の
大

き

い
こ
と
を
示

し

て

い
る
。

カ
シ

ワ
と

の
関

係

を

み
る
と

、
石
狩

海
岸

林

の
海

側
林

縁

に
は

エ
ゾ

イ

タ
ヤ
も
出

現

す

る

が
、

量
的

に
わ
ず

か

で
、
劣
勢

と

な

っ
て

い

る
。

以
上

の
こ

と
か

ら
、
カ

シ

ワ
林

ニ
ミ
ズ

ナ

ラ
林

と

エ
ゾ
イ

タ

ヤ
林

の
関

係

は
、
表

層

の
安
定

し

た
砂
丘

の
よ

う
な
立

地

で
は
、

カ

シ

ワ
林

あ

る

い
は

ミ
ズ

ナ

ラ
林

と
な
る

が
、

塩

風

に
加

え

て
表

層

の
不
安
定

な
立

地

で
は

、

カ

シ
ワ

・
ミ
ズ

ナ

ラ
は
侵

入

・
定

着
で

き
ず

、

そ

の
空

所
を

エ
ゾ
イ

タ

ヤ
が
占

め

て

い
る
と

考

え

る

こ
と
が

で

き
る
。

ミ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
林

は
厚
岸

海

岸

に
分
布

が

限
定

さ
れ
、

ミ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
林

ー
ダ
ケ
カ

ン

バ
林

ー
ダ
ケ
カ
ン
バ

・
ト
ド

マ
ツ
林

(
海
岸

性
針

広
混

交
林

)
ー
ト
ド
マ
ッ

・
シ
ナ
ノ
キ
林

(
内
陸

図2北 海道 の天然生海岸林

海側林縁 での優 占種 により、以下 の ように区分 した。●:カ シワが優 占す

る、①:ミ ズナ ラが優 占し、 カシ ワを含 む、○:ミ ズナ ラが優 占 し、 カシ

ワを含 まない、△:エ ゾイタヤが優 占す る、□:ミ ヤマハ ンノキが優 占す

る。

性
針
広
混
交
林
)と
い
う
、
垂
直
分
布
と

一
見

類
似
し
た
帯
状
構
造
を
示
し
て
い
る
。
厚
岸

海
岸
で
の
ミ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
林
と
ダ
ケ
カ
ン

バ
林
は
、
生
育
期
間
の
海
霧
に
と
も
な
う
低

温
と
多
湿
に
規
定
さ
れ
、
千
島
列
島
か
ら
続

く
亜
寒
帯
性
落
葉
広
葉
樹
林
の
南
端
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
る

(渡
辺
、

一
九
八
五
)。

海
岸
林
を
塩
風
の
条
件
下
に
成
立
す
る
森
林

と
定
義
す
る
と
、
こ
の
ミ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
林

は
、
海
岸
林
の
範
疇
か
ら
は
ず
れ
る
可
能
性

地 点 名:1.白 神 、2.貝 取 澗 、3.太 櫓 、4.須 築 、5.港 町 、6.積

丹 半 島 西海 岸 、7.余 市 、8.石 狩 、9.知 津 狩 、10.雄 冬 岬 、11.三 泊 、

12.苫 前 、13.有 明 、14.共 成 、15.金 浦 、16.更 岸 、17.天 塩 、18.浜

里 、19.稚 咲 内 、20.抜 海 、21.メ ー クマ 、22.オ ン トキ タ イ、23.モ ブ

タ ウ ス 、24.枝 幸 、25.音 標 、26.音 稲 府 、27.沢 木 、28.沙 留 、29.富

丘 、30.川 向 、31.三 里 浜 、32.ワ ッ カ、33.常 呂 、34.止 別 、35.斜 里 、

36.遠 音 別 、37.薫 別 、38.茶 志 骨 、39.野 付 崎 、40.走 古 丹 、41.ノ ッ

カマ ップ 、42.ト ー サ ム ポ ロ、43.落 石 、44.浜 中 、45.鯨 浜 、46.チ ン

ベ 、47.ア イ カ ップ 、48.尻 羽 岬 、49.昆 布 森 、50.三 浦 津 、51.白 糠 、

52.音 別 、53.厚 内 、54.十 勝 太 、55.ホ ロ カ ヤ ン トー 、56.浜 大 樹 、57.

百 人 浜 、58,歌 露 、59.様 似 、60.静 内 、61.門 別 、62.白 老 、63.室 蘭 、

64.長 万 部 。 長 谷 川(1984)に 追 加

が

あ

る

。

四

海
岸
林
の
動
態

海
岸
林

は
、
海

岸

の
条
件

に
対

応
し

て
生

育

し

て

い
る
だ

け

で
な
く

、
さ

ら
に
群
落

を

維

持
し

て

い
る

。
本
項

で

は
、
石

狩

の
カ
シ

ワ
林

(長

谷

川
、

一
九

八
四

)
、
稚

咲
内

の
ト

ド

マ
ツ
林

(
長

谷
川

ら
、

一
九
七

五
)

の
動

態

に

つ
い
て
述

べ
る
。

↓

石
狩
海
岸
林
の
動
態

放

水
路

掘

削

の
た
め

の
伐

採
予
定

地

に
3

調
査

区
を

設

け

て
調
査
を

行

な

っ
た
。

3
調

査
区

は
海

か
ら

の
距
離

が
異

な
り

、
調
査

区

1
は
海

側
林

縁

で
カ

シ

ワ
の
み

か
ら
な
り

、

樹
高

三

・
六

m
と
低

く
、
顕

著
な

風
衝
樹
形

を

示
し

て

い
る

。
調
査

区

2
は
海

側
林
縁

か

ら
約

五
〇

m
内
陸

で
砂
丘

の
背
後

に
位
置

し

て
お
り

、

カ
シ

ワ

の
み
か

ら
な

る
が
、
樹

高

は
五

・
六

m
と

な
り
、

樹
形

は
正
常

で
あ

る
。

調
査

区

3
は
海

岸

林

の
中

央
部

で
、
樹
高

は

一〇

m
に
達
し
、
カ
シ

ワ
の
ほ

か

エ
ゾ
イ

タ
ヤ

・
ミ

ズ

ナ

ラ
な

ど
多

く

の
樹
種

か

ら
な

っ
て

い
る
。

以
上

の

3
調
査

区

で
の
樹

齢

の
頻

度
分
布

と
実

生

・
萌
芽

の
分
布
を

図

3

に
示

す
。
樹

齢
構

成

で
は
、
い
ず

れ
の
調
査
区

と
も
樹

齢

四

〇
年

を
境

と

す

る
二

つ
の
グ

ル

ー
プ

(
古

い

グ

ル
ー
プ

と
若

い
グ

ル
ー
プ

と
呼

ぶ
)
か

ら

な

っ
て

い
た

。
更

新
様
式

を

み
る

と
、
古

い

グ

ル
ー
プ

は
実

生

に
よ

り
発
生

し

て

い
た
。

若

い
グ

ル
ー

プ

は
、
調
査

区

1

・
2
で
は
萌

芽

で
あ

っ
た

が
、

調
査

区

3
で
は
両
者

が
認
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調査区3
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(
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＼
粁
)
癒
鋒
国
}

■:未 確認　藩
一 40800

0

躍:萌 芽[コ 実 生

図3樹 齢の頻度分布と実生 ・萌芽の分布

上段 は3調 査 区、下段 は調査区3の うち主要 な樹種 であるカシワ、エ ゾイタヤ、 ミズナ ラを示す。

樹幹 を個体 としてあつか い、実 生 ・萌芽は掘出 した根株 の形態 か ら判断 した(長 谷川、1984)

め
ら

れ
、

エ
ゾ
イ

タ

ヤ
は
実

生

で
、

ミ
ズ

ナ

ラ
は
萌

芽

で
発

生

し

て

い
た

。

以

上

の
結
果

か
ら
石

狩
海

岸
林

の
推
移

を

ま

と
め

る
と

、
A
7
(
調
査

を

行
な

っ
た

一
九

七
九

年
を

現

在

と
す

る
)

か
ら
六

五
～

七
五

年

前

に
ほ
ぼ

全
域

で
実

生

に
よ
り
更

新

し
た

。

カ

シ

ワ
の
果

実

の
散

布

範
囲

が
狭

い
こ
と

か

ら
、

母
樹

が

広
範

に
存

在

し
た

こ
と
、
古

い

グ

ル

ー
プ

の
発
生

初

期

の
生

長
が

良
好

で
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、
現
在

の
林

床

よ
り
明

る

か

っ
た

こ
と
が

推
定

さ
れ

る
。

さ
ら

に
二
五

～
三

〇
年
前

に
更

新
が

良
好

と

な

っ
た

。
海

側

の
調
査
区

1

・
2

で
は
萌

芽

に

よ
り

、
調
査

区

3

で
は

ミ
ズ

ナ

ラ
は
萌

芽

で
、

エ
ゾ
イ

タ

ヤ
は
実

生

で
更

新

し

て

い

た

。
萌

芽

は
切

り
株

か

ら
新
た

に
樹
幹

を

生

ず

る
現

象

で
、
薪

炭

林

は

こ
の
性

質
を

積
極

的

に
利

用

し
た

も

の
で
あ

る
。
萌

芽

の
生
態

的

意
義

は

、
森
林

の
破

壊

に
対

し

て
す

み
や

か
に
回

復

す

る

こ
と

に
あ

る
。
萌

芽
更

新

を

行

な

っ
て

い
る

こ
と
は

、
海
岸
林

が
破

壊

さ

れ

た

こ
と

を
意

味

し

て

い
る
。

こ
の
破

壊

の

原

因

に

つ
い
て
は
特

定

し
え
な

い
が

、
広

い

範

囲

で
破
壊

さ
れ

た
も

の
と
推

定

さ
れ

る
。

部

分
的

に
は
伐

採

さ
れ

て
は

い
る
が

、
国

有

保

安
林

の
た

め
大
規

模

の
伐
採

は
な

く
、

伐

採

に
よ

る
破
壊

で

は
な

い
と
考

え

ら
れ

る
。

ま
た
若

い
グ

ル

ー
プ

の
構

造

は
調
査

区

に
よ

っ
て
異

な

り

、

こ
の
相

違
を

伐
採

に
よ

っ
て

は
説

明

し

が
た

い
。

一
方

、
伐

採
以
外

の
破

壊

と

し
て

、台

風

な

ど

に

と
も

な
う
塩

風

に
よ

る
突

発
的

な
破
壊

が
想
定

さ
れ
る

。
当

然
海

側

ほ
ど
そ

の
被
害

26

が
大

き
く

、
萌
芽

の
占

め
る
割
合

が
高

く
な

る

の
に
対

し

て
、
海

岸
林

の
中

央
部

で
は
被

害

が
小

さ

い
。

結
果

と

し

て
ミ
ズ

ナ
ラ
が
選

択

的

に
被
害

を

受

け
萌
芽

で
更

新

し
、
や
や

明
る
く
な

っ
た
林
床

で
エ
ゾ
イ

タ
ヤ
が
実

生

で

更
新

し
た

も

の
と
考

え

ら
れ

る
。

口

稚
咲
内
海
岸
林

の
動
態

稚

咲
内
海

岸

林

は
、

ミ
ズ

ナ

ラ
林

と
そ

の

背
後

の
ト
ド

マ
ツ
林

か
ら
な

っ
て

い
る
。

ミ

ズ

ナ

ラ
林

で

は
、

前
述

し

た
カ

シ
ワ
林

と
同

様

、
萌
芽

更
新

が
重

要

な
役

割
を

は
た

し
て

い
る

で
あ

ろ
う

。

一
方

ト

ド

マ
ツ
林

は

一
斉

林

が

モ
ザ
イ

ク
状

に
配

列

し

て
お
り
、

ト
ド

マ
ツ
が
立

枯

れ
し

て

い
る
部

分

に
注
目

し
た
。

樹

高

は
七

m
前

後

で

、
ほ
ぼ

半
数

が
枯
死

し

て
お

り
、
生
立

木

も

生
育

状
態
が

悪
化

し

て

い
た
。
林

床

で

は
樹
高

一
〇
〇

㎝
程
度

の
ト

ド

マ
ツ
稚

樹

が
密

生

し

て

い
た

。
そ

の

一
部

の

(
一
×

一
)

㎡
で

調
査

し
た
結

果

、
密

度

は
三

二
万
本
/

㎞

と
高

く

、
樹
齢

の
頻

度
分

布

(図

4

)
を
見

る

と
、
樹

齢

二

一
～
二
三

年

の
稚

樹
が

生
立

稚
樹

全
体

の
六
八
%
を

占

め

て
お
り
、

ほ
ぼ

一
斉

に
更

新

し

て

い
た
。

付
近

に
は
樹

高
四

m
前
後

の

ト
ド

マ
ッ

一
斉

林

が

認
め
ら
れ
、
密
度

は

一
二
〇
〇

〇
本

/

㎞

と
高

く
、
前

述

し
た

ト

ド

マ
ツ
稚

樹

が
生
長

し

た
姿

で
あ

ろ

う
。

本

州

の
亜

高

山
帯

の
シ

ラ
ビ

ソ
ー
オ

オ
シ

ラ
ビ

ソ
林

(
ト
ド

マ
ツ
と
同

じ

モ
ミ
属

)
で

は
、
縞
枯

れ

現
象

が
有

名

で
あ

る

(
木
村

、

一
九
七

七

)
が
、

北
海

道

で
は

こ
の
現
象

は



確
認

さ
れ

て

い
な

い
。

し

か
し
稚

咲
内

で

の

ト

ド

マ
ツ
林

の
更
新

パ
タ

ー

ン
は
、

こ
の
縞

枯

れ
現

象

で
の
更
新

と
類
似

し

て

い
る
。
す

な

わ

ち
、

一
斉

林

が
急

速

に
枯
死

し
、
林

床

の
稚

樹

に
お
き
か

わ

り
、
再

度

一
斉
林

を
形

成

す

る
。
縞
枯

れ

現
象

を

生
ず

る
樹
木

の
側

の
性
質

と

し
て
、
寿

命

が
短

く

、
高
密

度

の

一
斉
林

を
形

成
し

や

す

い
樹

種

と

さ
れ

て

い

る
。

ト
ド

マ
ッ
の
寿

命

は

、
林

分
と

し

て
は

=

二
〇
年
程

度

(
渡

辺
、

一
九

八
五

)
と
短

く

、

条
件

の
厳

し

い
海

岸

地
域

で
は

一
層
短

く
な

る

で
あ
ろ

う
。

ま

た
ト

ド

マ
ツ
の

一
斉

林

で
は

サ
サ
類

が
後

退

し
、
稚

樹

の
発
生

の

た

め

の
空

間
を

そ
な

え

て

い
る
。

そ

こ
で
、

一
斉

に
枯

死
す

る
原

因

が
問

題
と

な
る
が

、

こ
の
点

に

つ

い
て
は

次
項

で
検

討

す
る
。

口

海
岸
林
の
動
態
の
特
徴

海

岸

の
特
殊

な
立

地
条

件

と

し
て
塩
風

を

と

り
あ

げ

た
。
塩
風

は

恒
常
的

な
作

用
と

し㎡

(粁
)
癒
葦
駆

木概

2。
』艶生

10

□
図4稚 樹の樹齢の頻度分布 調査区面積は(1×1)

て
、

風
衝

樹
形

を

形
成

す

る
。

そ

れ
と

と
も

に
、
突

発

的

に
発

生
す

る
大
規
模

な
破

壊
を

想

定

し
た

。
東

海

地
方

の
海
岸

林

は
、
伊

勢

湾

台

風
級

の
台

風

が
四

〇
年

お
き

に
襲
来

し

、

大

き
な
被

害
を

受

け

て
き
た

と
推
定

さ
れ

て

い
る
(
倉
内

、

一
九

七

一
)
。
北

海
道

で
の
報

告

は
な

い
が

、
ま

れ

に
発
生

す
る
台

風
等

に

と
も

な
う

塩
風

害

に

よ
る
大
規

模

な
海

岸
林

の
破
壊

が
、
重

要

な
意
味

を
も

っ
て

い
る
も

の

と
考

え

ら
れ

る
。

す
な

わ
ち
海

岸
地

域

と

い

う

の
は
、

突
発

的

に
森
林

が
破

壊

さ
れ

る
空

間

で
あ

る
と
言

え
る
。

こ
の
よ
う

な
破
壊

に

よ

り

一
斉

に
枯

死

し
、

種

の
生
活
様

式

の
ち

が

い
を
反

映

し

て
、

カ
シ

ワ
は
萌
芽

ま
れ

に

実

生

に
よ

り
、

ト
ド

マ
ッ
は
実
生

に

よ

り

一

斉

に
更

新
す

る

と

い
う

パ

タ
ー

ン
で

、
海

岸

地
域

に
お

い
て
群
落

を
維
持

し

て

い
る
も

の

と
考

え
ら

れ
る

。

森
林

の
破

壊

は
、

近
年

ギ

ャ

ッ
プ

ダ
イ

ナ

ミ

ク
ス
と

し

て
注
目

さ
れ

、
極

相

林

の
維
持

機

構

に
お

け

る
破

壊

(象
ω
ε

弓
げ
9
コ
o
①
)

の

役

割

が
再
認

識

さ

れ
て

い
る

(山

本

、

一
九

八

一
)
。
極

相
林

の
維
持

に
と

っ
て
、
破

壊

が

重

要
な

役
割

を

も

っ
て

い
る
と

と
も

に
、

逆

に
破

壊

の
質

や

頻
度

に
規
定

さ

れ

て
、
あ

る

一
定

の
パ

タ

ー

ン
の
森

林

が
成
立

す

る

こ
と

に
な

る
。

そ

の

一
例

と

し
て
海
岸

林
を

位

置

づ

け

る

こ
と
が

で
き
る
。

し
か

し

こ

こ
で
言
う
破

壊

は
、

人
間

に

よ

る
破

壊

と

は

そ

の
質

、
あ

る

い
は

頻
度

が

ま

っ
た
く
異

な

り

、
人
間

の
破
壊

は

、
そ

の
地

域
本

来

の
森

林

と
は
異

な

っ
た
森
林

を

作

り

あ

げ

て
し

ま
う

こ
と
を

認

識

す
る

必
要
が

あ

る
。

す
な

わ
ち

、
森
林

の
成
立

し

て

い
る
立

地
条

件
が
厳

し

け
れ

ば
厳

し

い
ほ

ど
、
微

妙

な
バ

ラ

ン
ス

の
上

に
森

林

が
成

立

し

て
お

り
、

人
間

に
よ

る
破
壊

は

容
易

に

こ
の
バ

ラ
ン

ス

を

破

り
、

二
度

と
森
林

の
再

生
が
困
難

と

な

る

こ
と
は
明

ら

か

で
あ

ろ
う

。

五

海
岸
林
の
置
か
れ
て
い
る
状
況

海
岸

林

の
歴
史

は

、
伐

採

と
伐
採
後

の
荒

廃

に
よ

る
造

成

の
歴

史

で
あ

っ
た
。
北

海
道

各

地

に
わ
ず

か

に
残

っ
て

い
る
天

然
生
海

岸

林

は
、
多
様

な
植

生

の

一
つ
の
タ
イ
プ

と
し

て
貴
重

な
存

在

で
あ

る

と

と
も

に
、
人
間

の

諸
活

動
を
精

神

的

・
物
質

的

に
保

障
す

る
も

の
と
し

て
重

要

な
意

義
を

も

っ
て

い
る
。

こ

の
よ
う
な
天

然

生
海

岸
林

に

つ
い
て
は

、
積

極
的

に
保

全
す

る

と

と
も

に
、
衰

退
し

て
き

て

い
る
林

分

に
対

し

て
は

手
を
加

え

て
、
そ

の
質

を
高

め

て
保
全

す

る

こ
と
が

必
要

で
あ

る
。

な

お
防
災

の
た
め
海

岸

林

が
必
要

な
場

所

に

つ

い
て
は
、
困

難

で

は
あ

る
が
十
分

な

年

月
を

か
け
、

そ

の
現

場

の
条
件

に
適
応

し

た
技

術
を

も

っ
て
実

施

す

る
な

ら
ば
、
造

成

は

可
能

で
あ

ろ
う

か
ら

、
新

た

な
海
岸
林

の

造
成

に
も
努

め
る

べ

き
で
あ

る
。

A
7
回

は
天

然

生
海
岸

林
を

テ

ー

マ
と

し
た

た
め
、
海

岸

林

の
造
成

事
業

に

つ

い
て
は
触

れ
な

か

っ
た

が
、

長
年

の
努
力

の
結

果

、
北

海
道

の
風
土

に
適

し
た
造

成
技

術

が
確

立

し

つ
つ
あ
る

こ

と
を

、
最
後

に
付

記

し

て
お

き
た

い
。

(北
海
道
大
学
農
学
部

・
同
附
属
演
習
林
助
教
授

)
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